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静岡県中遠農林事務所
令和 4年度基幹水利施設ｽﾄｯｸ
ﾏﾈｼ ﾒ゙ﾝﾄ（対策）野中用水地区
用水路補修１工事
金原建設株式会社

ＡＲＩＳライナー 

　冬でも温暖な気候と、年間日射量

に恵まれた静岡県は、お茶をはじめ、

わさびやみかんなど様々な農作物の

産地として知られています。

　その耕地面積は６万ｈａを越えます

が、農作物の生産に必要な幹線用水

路や用排水機場などの基幹農業水利

施設の多くは昭和３０～５０年代に数

多く造成されました。そのためこれ

らの施設の長寿命化を進めるととも

に、営農環境の変化に合わせた施設

整備が必要となっています。

　そこで県では、農林水産省の推進

する水利施設等保全高度化事業制度

を活用し補修・補強、水管理の省力

化や維持管理の低コスト化を推進し

ています。

　静岡県はブランド品種「紅ほっぺ」

をはじめとする全国有数のいちごの

産地としてもよく知られています。

いちご農園が集中する遠州灘沿いの

水路網のひとつ「野中用水」では、

更新工事として管更生工法である「Ａ
ＲＩＳライナー工法」が採用に。同じ

静岡県内の三方原用水においてわず

かな日数の断水にて完工し新設同様

に更生した実績※をうけての採用と

なったものです。
（※岡三マンスリー２０２１年３月号掲載）

　ＡＲＩＳライナーは、最大施工延長

５００ｍのシームレスかつ流水抵抗の

ない（粗度係数ｎ＝０.０１０）管路を

可能にする農業用水向けの更生工法。

勾配のあるサイフォン部などでも施

工可能な「温水シャワーリング硬化」

システムにより、確実でムラのない

現場硬化管（ＣＩＰＰ）を形成します。

静岡県
野中用水

水路へのカメラロボット投入による事前調査も行われた
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土質条件等不明
のまま特定工法で
設計

地盤・土質・地
下水調査ボーリン
グは行うも盛土材
の試験を行わず

予備設計のままで
詳細設計へ

工種のみの設定に
留める

ボーリング・土質
試験や盛土材の試
験を実施

試験結果を見て土
質にしっかり対応
できる工法を選定

対応土質の広い工
法を念頭に予備設
計する

ボーリング・土質
試験や盛土材の試
験を実施

試験結果を踏まえ
つつ予備設計のま
まで詳細設計へ

予備設計と異なる設
計条件で対応土質の
広い工法で詳細設計

施工前の調査で盛
土条件が合わず購
入土に設計変更

計画通りの
工事進捗

多少の定数の違い
も確認計算により
対応可能

多数アンカー適用で事業を円滑推進！
予備設計段階から多数アンカー式補強土壁工法のような対応土質が広い工法を適用し、具体的に土質

が判明した段階で最も適した工法を再考することが、より合理的かつ効率的な事業を推進します。

近年は政令や国連の推進するＳＤＧｓの面から、資源効率の促進や社会へのコスト低下がより求めら

れるようになっています。建設工事においても、建設発生土を無駄なく盛土に転用するなど、計画段

階から一定の配慮を盛り込んだものが強く求められています。

持続可能な消費と生産を支えるための、省エネと

資源効率の促進、インフラ整備、人々の生活の質

の向上、環境にやさしい働きがいのある暮らしを

推進する。

より少ないものでより多くを作り、より良い未来

に変えていく。

12-1

12-2

循環型社会を形成していくために必要な 3R（リデュー

ス・リユース・リサイクル）の取り組みを総合的に推

進する。設計段階からの 3R の配慮なども規定。

＜特定再利用業種＞

　再生資源の利用に取り組むことが求められる業種

　・紙/塩ビ管/ガラス容器/複写機の製造・建設業

＜指定副産物＞

　再生資源としての利用促進が求められる副産物

　・電気業の石灰炭

　・建設業の土砂・コンクリ塊・アスファルト・木材

資源有効利用促進法 ＳＤＧｓ（ 持続可能な開発目標）の１２
「 つくる責任つかう責任」

持続可能な消費と生産の 10 年計画を実

行する。

天然資源を持続的に管理し、効率よく使

えるようにする。
多数アンカー式補強土壁の

土質適用範囲


